
規

則

(

第
五
号－
第
七
号)

○
福
岡
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

廃
棄
物
対
策
課)

一

○
福
岡
県
電
気
事
業
の
財
務
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

(

企
業
局
管
理
課)

一

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
模
を
定

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

用

地

課)

一

訓

令

(

第
一
号)

○
福
岡
県
森
林
組
合
検
査
規
程

(
林

政

課)

一

教
育
委
員
会

○
福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

教
育
庁
企
画
調
整
課)

六

福
岡
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
五
号

福
岡
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

(

平
成
四
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
八
号

)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
電
気
事
業
の
財
務
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
六
号

福
岡
県
電
気
事
業
の
財
務
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

福
岡
県
電
気
事
業
の
財
務
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
規
則

(

昭
和
三
十
六
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
二

号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
模
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡
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水
産
林
務
部

農
林
事
務
所

福
岡
県
森
林
組
合
検
査
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
森
林
組
合
検
査
規
程

(

趣
旨)

第
一
条

森
林
組
合
法

(

昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号)

第
百
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林

組
合
、
生
産
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
連
合
会

(

以
下

｢

組
合｣

と
い
う
。)

に
対
し
て
知
事
が
行

う
検
査

(

以
下

｢

検
査｣

と
い
う
。)
は
、
法
令
そ
の
他
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(

検
査
権
の
行
使)

第
二
条

検
査
は
、
知
事
が
指
定
し
た
職
員

(

以
下

｢
検
査
員｣

と
い
う
。)

に
行
わ
せ
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
検
査
員
で
な
い
者
を
検
査
員
の
指
揮
下
に
お
い
て
検
査
に
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

検
査
事
項
及
び
範
囲)

第
三
条

検
査
は
、
検
査
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
過
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

一

事
業
運
営
の
状
況

二

資
産
及
び
負
債
並
び
に
損
益
の
状
況

(

検
査
の
方
法)

第
四
条

検
査
は
、
組
合
の
事
務
所
、
倉
庫
、
事
業
場
そ
の
他
組
合
の
業
務
に
直
接
又
は
間
接
に
関
係

の
あ
る
場
所
に
お
い
て
実
地
検
査
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
帳
票
そ
の
他
の
書
類
に
つ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

無
通
告
検
査
の
原
則)

第
五
条

検
査
は
あ
ら
か
じ
め
通
告
し
な
い
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
に
指
示
し
た

場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

検
査
命
令
書
の
提
示
等)

第
六
条

検
査
員
は
、
検
査
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
検
査
員
証

(

様
式
第
一
号)

を
携
行
す
る
と

と
も
に
、
組
合
の
理
事
そ
の
他
の
責
任
者
に
対
し
、
検
査
命
令
書

(

様
式
第
二
号)

を
提
示
す
る
も

の
と
す
る
。

(

執
務
時
間
内
検
査
の
原
則)

第
七
条

検
査
は
、
組
合
の
執
務
時
間
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

り
、
理
事
そ
の
他
の
責
任
者
の
承
諾
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

検
査
の
立
会)

第
八
条

検
査
員
は
、
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
理
事
そ
の
他
の
責
任
者
一
人
以
上
の
立
会
を
得
て
行
う

ほ
か
、
監
事
の
立
会
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

検
査
員
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
の
職
員
の
立
会
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

私
物
検
査
の
制
限)

第
九
条

検
査
員
及
び
第
二
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
は
、
組
合
の
役
員
及
び
職
員
の
私
物
に
つ
い

て
検
査
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
検
査
員
は
、
検
査
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
、
当
該
役
員
又
は
職
員
の
承
諾
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

関
係
者
と
の
照
査)

第
十
条

検
査
員
は
、
検
査
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
組
合
員
、
退
職
し
た
役
員

又
は
職
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
任
意
に
説
明
、
答
弁
又
は
関
係
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

(

検
査
の
中
止
又
は
延
期)

第
十
一
条

検
査
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
検
査
の
全
部
若
し
く
は
一
部

を
中
止
し
、
又
は
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
八
条
第
一
項
に
掲
げ
る
者
を
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

二

検
査
す
べ
き
帳
票
そ
の
他
の
書
類
の
大
部
分
が
検
査
の
場
所
に
現
存
せ
ず
、
か
つ
、
直
ち
に
こ

れ
を
備
え
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三

検
査
す
べ
き
帳
票
そ
の
他
の
書
類
が
著
し
く
不
備
な
た
め
、
業
務
及
び
会
計
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

そ
の
他
重
大
な
事
由
に
よ
り
、
検
査
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
検
査
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
中
止
又
は
延
期
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
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そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

(
検
査
組
合
に
対
す
る
配
慮)

第
十
二
条

検
査
員
及
び
第
二
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
は
、
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
組
合
の
業
務

の
執
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

検
査
結
果
に
よ
る
措
置)

第
十
三
条

検
査
員
は
、
検
査
を
終
了
し
た
と
き
は
、
検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
事
項
に
つ
い

て
、
役
員
に
対
し
て
講
評
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
講
評
の

時
期
を
変
更
で
き
る
。

２

検
査
員
は
、
検
査
終
了
後
、
速
や
か
に
、
検
査
報
告
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
検
査
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
検
査
員
に
検
査
書
を
作
成
さ
せ
、
当

該
組
合
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

(

検
査
の
拒
否
等
に
対
す
る
措
置)

第
十
四
条

検
査
員
は
、
拒
否
又
は
妨
害
に
よ
り
、
検
査
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

(

検
査
台
帳)

第
十
五
条

検
査
員
は
、
検
査
終
了
後
、
速
や
か
に
、
検
査
台
帳
に
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と

す
る
。

(

補
則)

第
十
六
条

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様式第１号 (第６条)

表 紙

裏 面

(備考) 用紙は60㎜×90㎜とする｡

第 号

森林組合検査員証

職 名

氏 名

生年月日

写 真

ちょう付

上記の者は､ 森林組合法第111条の規定に基づく検査を行う職員であることを証明する

年 月 日

福岡県知事 印

注 意
１ 本証は組合の検査に際して必ず携帯すること｡
２ 本証を紛失したときは､ 直ちに知事に届け出ること｡
３ 検査員がその職を退いたときは､ 直ちに本証を返付すること｡

森林組合法 (抜すい)
(業務又は会計状況の検査)
第111条 組合員又は会員が総組合員又は総合員の10分の１以上の同意を得て､ 組合の業務又は会計が法令等に違
反する疑いがあることを理由として検査を請求したときは､ 行政庁は､ その組合の業務又は会計の状況を検査
しなければならない｡
２ 行政庁は､ 組合の業務又は会計が法令等に違反する疑いがあると認めるときは､ 何時でも､ その組合の業務
又は会計の状況を検査するとこができる｡
３ 行政庁は､ 共済事業を行う森林組合又は第101条第１項第13号に掲げる事業を行う連合会の事業の健全な運営
を確保するため必要があると認めるときは､ 何時でも､ 当該森林組合又は連合会の業務又は会計の状況を検査
することができる｡
４ 行政庁は､ 出資組合又は出資連合会の業務又は会計の状況につき､ 毎年１回を常例として検査をしなければ
ならない｡
５ 行政庁は､ 前各項の規定により組合 (生産森林組合を除く｡ ) の業務又は会計の状況を検査する場合におい
て特に必要があると認めるときは､ その必要の限度において､ その組合の子会社等の業務又は会計の状況を検
査することができる｡
６ 前条第４項の規定は､ 前項の規定による子会社等の検査について準用する｡
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様式第２号 (第６条)

第 号

検 査 命 令 書

職名 氏名

森林組合法第111条第 項の規定に基づき､

の検査を命ずる｡

年 月 日

福岡県知事 印

記

検査期間 予備検査 年 月 日から 月 日まで

本検査 年 月 日から 月 日まで
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福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

福
岡
県
教
育
委
員
会

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

福
岡
県
立
高
等
学
校
学
則

(
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

高
等
普
通
教
育｣

を

｢

高
度
な
普
通
教
育｣

に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
中

｢

第
五
十
一
条
の
十｣

を

｢
第
七
十
一
条｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中

｢

第
六
十
三
条｣

を

｢

第
九
十
五
条｣

に
改
め
る
。

(

福
岡
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

福
岡
県
立
中
学
校
学
則

(

平
成
十
五
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

中
等
普
通
教
育｣

を

｢

義
務
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る
普
通
教
育｣

に
改
め
る
。

第
二
条
中

｢

第
五
十
一
条
の
十｣

を

｢

第
七
十
一
条｣

に
改
め
る
。

(

福
岡
県
立
中
等
教
育
学
校
学
則
の
一
部
改
正)

第
三
条

福
岡
県
立
中
等
教
育
学
校
学
則

(

平
成
十
五
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

中
等
普
通
教
育
並
び
に
高
等
普
通
教
育｣

を

｢

義
務
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る
普
通
教

育
並
び
に
高
度
な
普
通
教
育｣

に
改
め
る
。

(

技
能
教
育
施
設
の
指
定
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正)

第
四
条

技
能
教
育
施
設
の
指
定
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則

(

平
成
二
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規

則
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中

｢第
45条
の
２
｣

を

｢第
55条
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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